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岩盤ごと山の斜面が崩壊する危険！
これでもリニアをつくるというのか！
8月11日、国土交通省はゲリラ豪雨などで山の斜面が深い地下の岩盤から崩れ

る「深層崩壊」について将来の発生頻度を推定した全国地図を公表しました。

深層崩壊は甚大な被害を招く恐れがあります。今月８日には、この深層崩壊

によるものと思われる土石流災害が中国甘粛省舟曲県で発生し、死者千人を超

す大惨事が起こったばかりです。

リニア中央新幹線の候補とされているＣルートでは、南アルプスをトンネル

で貫くことになりますが、今回発表の地図によれば、南アルプスの山々は危険

度が「特に高い」地域とされています。このトンネルの西側出口にあたる長野

県大鹿村では、1961年６月29

日に大西山が深層崩壊し42名

が亡くなるという大惨事が起

きています。

これまでＪＲ東海労は会社

に対して、南アルプスなどの

長大トンネルについて、いく

つもの活断層があるため、地

震など災害時の安全性に問題

があることを指摘してきまし

た。しかし、会社は何ら具体

的な安全対策を明らかにしま

せん。

会社は今回の国交省の発表

を受け、リニア中央新幹線構

想を見直し、計画を中止する

べきです。
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